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【はじめに】 

本事業の背景として、ラオスの小児外科に関わる

現状としては、国連が掲げる Sustainable 

Development Goals (SDGs)の 2030 年までに新生

児死亡率を出生数 1,000 あたり、12 以下という目

標がある。ラオスは新生児死亡率 22、乳児死亡率

36 と、ミャンマーとならんで東南アジアで最も高

い 1）。その一因には新生児・乳幼児外科疾患に対

する診療体制が整っていないことが考えられるこ

と、ラオスには小児外科専門医がいないといった

ことがある。また、国際保健機関（WHO）による

早期必須新生児ケア Early Essential Newborn Care

（EENC）はラオスでも既に広がっている。2)3) 実

際に予防できる出産時の低酸素血症や感染症は低

下しているが、 EENC によって予防できない先天

性疾患による死亡率の減少は鈍く、今後効果的な

戦略が重要だと考えられる。 

また、ラオスには小児外科専門医が存在せず、小

児外科学会も専門医養成制度もなく、国際的支援

もない上に、小国のため自国で専門医養成制度を

作ることは困難である。 

このような現状を受けて、当協会では、小児外科

医の窪田昭男を筆頭に、ラオスが自国で小児外科

専門医を養成できる制度づくりを支援するプロジ

ェクトを立ち上げた。2020 年度には国立国際医療

研究センター（NCGM）の医療技術等国際展開推

進事業の助成を受け、プロジェクト「ラオスにお

ける小児外科卒後研修プログラムの確立」を始動

した。初年度はラオス人の小児外科暫定指導者の

育成を目標とし、初年度の活動を 2021 年 2 月に

無事終了し、2021 年 6 月からは日本 WHO 協会の

独自プロジェクトとしてラオス人の小児外科暫定

指導者と専門医候補者の育成（オンライン講義、

症例検討会等）を継続中である。 

本来はこういった支援を、日本人医師が現地に渡

航して行う技術指導を主として行う予定であった

が、Covid-19 の影響により渡航が困難となり、急

遽オンラインを用いた遠隔支援に切り替えること

となった。 

 

【活動】 

本事業の目的としては、①ラオスの新生児・乳

児外科疾患の死亡率を低下させることによって、

新生児・乳児死亡率全体の低下に寄与すること、

②小児外科卒後研修プログラムを策定し、小児外

科専門医有資格者を育成する体制を確立すること、

③講義・症例検討会等などのセミナー、手術指導、

超音波装置を活用した診断法指導、また、日本で

の研修を通して、ラオスの小児外科診療能力を高

めること、④ラオスにおける新生児外科疾患をラ

オス国立小児病院に集約化し、その治療成績を高

めることである。 

ラオス人医師へ小児外科に関する基礎的な知識

や理論をオンラインセミナー（図１）で指導し、実

際の症例を元に日本人講師とラオス人医師でオン

ライン症例検討会を行った。更にラオス保健省や

医師会を巻き込み社会医学的な視点も加味した国

際シンポジウムを開催するなど総合的な活動を展

開している。 

図１ 第１回オンラインセミナーの様子 

シンポジウムでは、ラオス側の医師達からは「ラ

オスにおける新生児外科の現況」、「実際の症例を

元にした現場での問題点」、「小児外科専門医制度

構築の展望」が発表され、ラオス保健省治療局か

らは「ラオスの医療の質の向上と小児外科への影

響」、WHO ラオス国事務所からは「ラオスの現状

に即した Safe and Affordable Surgery」について、

日本人講師からは「日本における過去 50 年の小児

外科症例致死率の減少に寄与した因子」が発表さ

れた。4）ディスカッションでは、今後ラオスにおけ

る小児外科の発展のためにまずは出来る事が何か、

現行の病院評価のための医療の質基準の策定など

が果たす役割などについてなど、症例検討会でも

明らかになったラオスの新生児外科医療を考える

にあたって避けては通れない社会的な側面からも

含め、ラオス側から活発な質問や意見交換がなさ

れた。また、ラオスで唯一の医学部がある健康科

学大学の学長や、ラオスの革命後初代保健大臣を

務めた Ponemek 現医学会会長なども出席され、熱
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い激励の言葉を頂くなど、ラオス側の情熱と期待

を感じるシンポジウムとなった。(図 2) 

図 2 第 1 回小児外科国際シンポジウム in Lao PDR の様

子。前列左から 3 番目が Ponemek 氏。 

 

 

【活動の実際】 

このような研修を行っていき、ラオスの医師た

ちと交流を深めていく中で、スマートフォンの

SNS アプリケーションを用いた小児外科症例の遠

隔コンサルテーションが、ラオス人医師と日本人

講師の間で自然発生的に行われるようになった。 

ラオスで利便性の高い WhatsApp という SNS

を用いて、ラオス人医師が困難だと感じた症例に

ついて相談をもちかけてこられ、日本の医師が助

言を行うといった支援がごく自然に生まれたの

だ。例えば、速やかに治療方針を決定する必要の

ある腹壁破裂、巨大腹部腫瘍や悪性腫瘍の診断と

治療方針を問い合わせてきたこともあった。現在

進行形で困った症例についてビデオなどを駆使し

て話し合い、術前診断、術式決定あるいは術後管

理などに活かされた。ラオスの文化的側面や、現

場の医師の多忙さ故に、メールでのやりとりは返

信がない、もしくはかなりレスポンスが遅くやり

とりが成り立たないのが実情であった中、

WhatsApp はスマートフォンで空いた時間に操作

ができるためか、返信が比較的早いことが特徴に

あった。手軽にどこでも持ち歩けるスマートフォ

ンの利便性を活かし、現在進行系の症例に対して

タイムリーなコミュニケーションができること

や、メールのよりも気軽且つ、会話に近い形のや

りとりができることも WhatsApp を用いたコミュ

ニケーションが活発化している要素として考えら

れた。ただし、WhatsApp という SNS を用いて

話す中では、カジュアルな会話のやりとりとな

り、より具体的かつ効率的な情報収集は容易では

なかった。 

そこで本プロジェクトでは、この遠隔コンサル

テーションの有用性に着目し、より的確で効率的

なコンサルテーションが行えるよう、専用のシー

トを作成することとなった。シートは

ISBAR(Identify, Situation, Background, 

Assessment, Recommendation)に沿って簡潔かつ

必要最低限の情報を踏まえて相談ができるように

作成した。（図 3） 

図 3 作成した遠隔コンサルテーションシート 

 

また、ラオスから提供される情報で診療上不足

しており、問い合わせても必要な情報や検査が行

われていないことも多々見受けられた。このシー

トを用いることでラオスの医師が収集すべき情報

も明確となり、コンサルテーションの質向上にも

つながっていくのではないかと期待している。 

このような自然発生的に生まれた新たな支援の

形を活かすべく支援を行っているが、実際に行っ

ていく中で課題もみえてきている。SNS を用いた

遠隔コンサルテーションのハンディーさを活かし

て、タイムリーかつ系統立てられた遠隔コンサル

テーションの形を築き上げていきたいと考えてい

るが、コンサルテーションシート記入の手間が増

えたことで、メリットであった気軽さやタイムリ

ーさが打ち消されてしまい、コンサルテーション

へのハードルが上がってしまう可能性がある。こ

ういったことに対して、ラオス側がどういった対

応をしていくか、シートの導入・運用に向けて今

Remote Consultations Sheet No.
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後慎重に観察していくべき点だと考えている。 

 

【考察】 

こういった支援を通して、外科分野における

mHealth の可能性が見えてきた。このプロジェク

トの目的は「小児外科専門医への技術指導」であ

り、主な支援内容としては手術指導を連想される

のではないだろうか。手術指導のようなテクニカ

ルな面が主となる支援をオンラインで行うにあた

って、先に述べたセミナーや症例検討会の開催を

行うなど工夫を行ってきたが、テクニカルな面を

オンラインだけで指導する難しさも当然ながら直

面した。 

しかし、実は小児外科専門医養成にとっては手術

手技だけでなく、診断や術前処置、術式検討など

の面での指導の重要性も高く、診断や術前処置、

術式検討などの指導はこのようなSNSを用いた遠

隔コンサルテーションを用いると可能であること

がこの自然発生的に生まれた遠隔コンサルテーシ

ョンを通して明らかになってきた。このようなテ

クニカルな面を主とする支援であっても、

mHealth でできることはあると考え、この遠隔コ

ンサルテーションを定例化できるよう現在取り組

んでいる。このコンサルテーションシートがラオ

スのカウンターパートであるラオス健康科学大学

の Alongkhone 教授に認められ、ラオスにおいて

他科でも使用される見込みである。 

外科分野における mHealth を用いた支援の今後

の課題としては、3 つ挙げられる。１つは、手術な

ど現場での直接指導ができないことである。テク

ニカルな面での支援は遠隔では限界があり、今後

mHealth がいかに発展しようとも、直接現場に赴

いて指導することの価値と重要性はゆるぎないも

のがある。2 つ目はプライバシー保護の問題であ

る。外科手術におけるコンサルテーションでは患

者の年齢や疾患についてなど個人情報を詳細にや

りとりする必要がある。ラオスでのプライバシー

に関する意識は日本と比較すると低く、今後患者

情報をやりとりする中でプライバシー保護をどう

していくかが課題である。最後に、信頼関係構築

の難しさが挙げられる。初年度のはじめから遠隔

支援のみとなり、プロジェクトを運営していくな

かで痛感したのが、遠隔のみでプロジェクトを進

めていく際の信頼関係構築の難しさである。遠隔

におけるコミュニケーションの難しさに、さらに

他国の人が対象であるということで文化の違いも

入り込み、時間やスケジュール管理の感覚など

様々な文化的な違いを踏まえながら、信頼関係構

築を構築し、プロジェクトを進めていくのは現在

も試行錯誤しながら向き合っている課題のひとつ

となっている。 

今後国際保健分野において Covid-19 の影響によ

り遠隔支援が増えると予測される。小児外科専門

医養成にとっては手術手技だけでなく、診断や術

前処置、術式検討などの面での指導の重要性も高

く、この遠隔コンサルテーションは遠隔で診断や

術式検討などの面への支援ができることにおいて

有用性が高いと考えられる。 

 

【結論】 

ラオスの小児外科卒後研修での SNS を用いた遠

隔コンサルテーション支援活動の途中経過のかた

ちで報告した。小児外科専門医制度の構築という

極めて専門的な技術支援を遠隔で実施することの

利点と同時に、直面した課題、今後に解決すべき

障壁を明らかにすることにより、今後の国際保健

医療協力に貢献することを期待したい。 
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